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轜 本会言己事

■第37回プラズ マ 若手夏の学校報告

　今年の 夏 の 学校 は，1998年7月27日から7月30日まで 長野

県茅野市の 自樺 湖 畔 にお い て 開催 され ま した．プ ラ ズマ ・

核融合分野の 多くの 若手研究者が集い ，参加者の 総 勢 は140

名 を超えま した．時折，小 雨 が 混 じる 曇 りが ちの 天 気で し

たが，夏 の 暑 さ を凌 ぎなが ら勉強 す る最 適な環境で した．

　例年同様，本年 もプ ラ ズ マ ・
核融 合研究の 最前線で ご

活躍 中の 先生方 をお迎え し，我 々 若手の ため に わ か りや

すい 講演 を して い た だ き ま した．講演内容 は多岐 にわ た

り，核融合 に 関す る ト ピ ッ ク ス，プ ラ ズマ 基 礎お よ び応

用，シ ミ ュ レーシ ョ ン 等 が催 され ま した．核融合分野 で

は，核融合科学研究所 の 藤原正 巳先生 に
“
大型 ヘ リカ ル

装置 （LHD ）実験 とヘ リカ ル 系閉 じ込め 研究
”
，日本原

子 力研 究 所の 伊 丹　潔先生 に は，
“
JT−60U高性能 プ ラ ズ

マ 実験の 進 展
”

とい う題 目で 講演 して い た だ きま した．

両 先 生 方 に は，各装置 に お け る 最新 の 実験結果 を 中心 に

今後 の 研究計 画や 問題 点 等 も交 えて 貴重 な講 演 を して い

た だ きま した．核融合研究 を志 す若手研究者 に とっ て は

大 い に励み とな る 印象深い もの で した．プ ラズマ 基礎関

連 で は，名古屋 大 学 の 高村 秀
一

先生 に
“
固体表面 へ の プ

ラ ズ マ 熱流 入 の 基礎過程
’

とい う題 目で ，シ
ー

ス を介 し

た プ ラ ズ マ と固体表 面 と の 多様 な相 互作 用 を平易 に解説

して い た だ きま した．ま た，プ ラ ズ マ 応 用分野で は，大

阪大学 の 田原弘
一
先生 に

“
電気 ロ ケ ッ トの 開発研究 と内

部 物 理 現 象
’
，豊 田工 業大 学 の 原　民 夫先生 に

”
小型 X

線 レ
ーザー

の 研究
’
，そ して ，荏原 総 合 研 究 所 の 菊 池

猛 先 生 に は
“
熱 プ ラ ズ マ に よ る 都 市 ご み焼 却残 さ の 溶融

処理
”

とい う題 目で 講演 を して い た だ きま した．核融 合

研究を中心に発展 して きた プ ラ ズ マ 物理学が ，様 々 な 産

業分 野 で 利用 ・応用 され て い る幾つ もの 例を紹介 して い

た だ きま し た．若手に とっ て は 目新 しい ・面 もあ り，ま

す ます 異 分 野 と の 交流 ・協力 の 重要性 が 高まっ て い る こ

と を実感 し ました．東京工 業大学 の 矢部　孝先生 に は，
“
固 体 ・液体 ・気体 ・プ ラ ズ マ の 汎用数値解法 CIP 法

tt

とい う題 目で，様々 な物質状態 ・混相系へ 適用 可 能な 新

シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン 技法 を紹介 し て い た だ き ま し た．ま た，

今 回の 夏の 学校で は，科学技術政 策や 科学技術者 と して

の 責任 を再 認識 す る とい う意 味 で ， 信州 大 学の 調　麻佐

志先 生 に，
“
科学 とい う

「
制度」 の 老朽化

tt
と い う題 R

で 講演を して い た だきました．講演全体を通 して 活発 な

討論が 行 わ れ，質疑 応 答の 時 闘を過 ぎ る 講 演 も少 な くあ

りませ ん で した．こ れ は，プ ラ ズマ ・核融合研究 に 関す

る 関心 の 高 さ の 現れ だ と思 い ます．

　学生 の 情報交換お よ び親睦の 場 と して，今年もデ ィ ス

カ ッ シ ョ ン （8 件） お よ び ポ ス ターセ ッ シ ョ ン （47件）

が催 され ま した．日 頃，学会等で 質問の しに くい 基 礎 事

項 や 細部に わ た る 討論 が 多 く行 わ れ ま し た．活発 な議論

を 通 して お 互 い の 理 解 が よ り深 め られ ， 若 手の つ なが り

を 強め る の に一
躍 か っ た もの と思 い ます。

　 最後に，夏の 学校を運営す る 上 で 多 くの 方 々 の 協力を

い た だ き ま した．講演を して い た だ い た先生方 に は快 く

引 き受けて い た だ き，若手の た め に 多 くの 時問を割 い て

い た だ き ま した ．また ， 前年度担 当 の 日本大学 ス タ ッ フ

お よび プ ラ ズ マ ・
核融合学会 の 職員の 方々 に は心 強い 協

力を得ま した．こ こ に心 か ら感謝 い た します．来年 の 担

当校，東京大 学 の み な さん，頑 張 っ て くだ さい ．

　（第 37回校 長　名古 屋 大 学 大学院工 学研 究科　布村正 太 ）
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